
 

 

 

 

 

2023年度 東京慈恵会医科大学  
【 講 評 】 

大問 1や 3では思考力を問うような問題、大問 2や 4では実験の設計や考察問題が問われた。知識問題を取

り切った上で先述の差がつく問題をどれだけ解けるかが勝負になるだろう。論理的な思考を常日頃心がける

ことが大切である。 

【 解 答 】 

大問 1 

問 1 ア e イ h ウ b エ c 

問 2 プライマーは RNAでできており、遺伝情報を保存することなく複製後に取り除かれるため。 

問 3 6個 

問 4 転写調節領域における突然変異 (プロモーターにおける突然変異) 

問 5 (1) トレオニン (2) ヒスチジン 

問 6 c, f 

問 7 4文字暗号を仮定すると実験 2におけるペプチド鎖のアミノ酸は ACAC が指定する 1種類のアミノ

酸の繰り返しあるいは CACAが指定する 1種類のアミノ酸の繰り返しになるので、トレオニンあるい

はヒスチジンを取り除いてもペプチド鎖は合成されるはずである。しかし結果としてどちらかを取り

除くとペプチド鎖が合成されていないので 4文字暗号の可能性は否定される。 

  (別解) 

 4文字暗号を仮定すると実験 3の RNAは AACA ACAA CAAC の繰り返しの読み枠のみになる。

この場合、1暗号に 1アミノ酸なので 3種のアミノ酸が繰り返すペプチド鎖ができるはずである。こ

の場合、どれか 1つでもアミノ酸を取り除くと 3個以上のアミノ酸がつながったペプチド鎖は合成さ

れない。これは実験 3の結果と矛盾するので、4文字暗号の可能性は否定される。 

 

大問 2 

問 1 ア 卵割 イ 中胚葉 ウ 原口 エ  内胚葉 オ 形成体 (オーガナイザー) 

問 2 d, e 

問 3 異なる点：ウニは第３卵割が等割で、カエルは第 3卵割が不等割である。 

  違いが生じる理由：ウニは卵黄が中央に分布する一方でカエルは植物局側に卵黄が局在する。 

問 4 内胚葉と外胚葉を取り出し、両者を接触させて培養する条件と接触させず培養する条件で実験を行

い、結果を比較する。 

問 5 注入したmRNAからタンパク質 Yが翻訳されて分泌され、腹部の細胞外のタンパク質に結合して

腹部の外胚葉を神経に分化させた。 

問 6 システイン同士の S-S結合によってタンパク質 Xや Y特有の立体構造を保つ役割。 
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大問 3 

問 1 ア 心筋 イ シナプス ウ T管 エ 筋小胞体 オ トロポニン カ クレアチンリン酸  

キ (間脳)視床下部 ク 交感 

問 2 b, d, e 

問 3 e 

問 4  

 A B C 

(1) グルカゴン アドレナリン 糖質コルチコイド 

(2) A細胞 副腎髄質 副腎皮質 

(3) 交感神経 交感神経 副腎皮質刺激ホルモン 

 

問 5 筋肉における ATPの加水分解によるエネルギーの一部が熱エネルギーになるので、運動時に筋肉の

動きが活発になると生まれる熱エネルギーが増えるため。 

問 6 人間の体温が上昇するのに太陽による輻射熱が寄与するため。また、体温を下げるシステムである

汗の蒸発の起きやすさは、湿度に依存するため。 

 

大問 4 

問 1 ア クチクラ層 イ 蒸散 ウ 浸透 エ 厚く オ 薄い カ 光合成 キ アブシシン酸 

問 2 b, e 

問 3 I e  II 光屈性 

問 4 フォトトロピン以外の気孔開閉要因を排除するため。 

問 5 赤色光の気孔開度への影響を観察し、それと比較して青色光がどの程度気孔開度に影響を与えるか

観察するため。 

問 6 青色光に特異的に反応して気孔開度を大きくするメカニズムが存在すること。 

問 7  I ク 大きく ケ 小さく 

   IIク 光合成によって炭酸イオンが消費されるため。 

     ケ 青色光が当たったことで、H+が細胞膜外に輸送されるため。 

 

【 解 説 】 

大問 1 

問 2 プライマーが RNAであることを知っていればそれが遺伝子情報の保持に使われないことは分かる。通

常プライマー部分は 5’末端側の隣の岡崎フラグメントに補完されるが、DNA鎖末端におけるプライマー部

分は補完されることなく失われる。 

問 3 体細胞分裂で複製が起きるのは 30億×2 = 60億塩基である。このうち間違った塩基を取り込むのが 60

億×10-4=60万塩基であり、このうち修復されないものは 60万×10-2×10-3 = 6 塩基である。 

問 5 実験 2より、ACAと CACは、どちらかがヒスチジンでもう片方がトレオニンである。実験 3より、

AAC, ACA, CAAの 3つはそれぞれ、トレオニン、アスパラギン、グルタミンのいずれかである。よって、

重複している ACAがトレオニンだと分かる。よって、CACヒスチジンである。 



 

 

問 6 問題文中の “今回の実験では、3個以上のアミノ酸がつながったペプチド鎖が解析可能であり、ペプチ

ド鎖中にアミノ酸がどのような順番で並んでいるかはわからない。” という記述に注意する。10個のヌクレ

オチドからなる RNAの読み枠は、1~3, 4~6, 7~9 あるいは 2~4, 5~7, 8~10 の 2種類に限られる。 

また、アミノ酸の順番が分からず、アミノ酸を取り除くこともできないので、AACと CAAが 2種類の読み

枠のうちにともに含まれる場合は指定するアミノ酸が分からない。よって、2種の読み枠のうちに AAC と

CAA のどちらか片方のみが含まれているものを選べばよい。 

 

問 7 アミノ酸が 4文字暗号であると仮定した場合に、実験 1~3で矛盾が起きないかどうかを確かめればよ

い。 

 

大問 2 

問 4 ある出来事の因果関係を確かめる実験の設計には、原因以外の条件を同じにした対照実験も必要である

ことを忘れないように注意したい。 

問 6 タンパク質の機能の特異性はそのタンパク質の活性部位の特性及び立体構造に依存していることは知っ

ておきたい。 

 

大問 3 

問 5 あるエネルギーから特定のエネルギーへの変換は基本的に 100%の効率では行えず、目的のエネルギー

以外のエネルギーも生まれてしまう。運動時に活発になるエネルギーの変換は、筋収縮に必要なミオシンに

よる ATPの加水分解、つまり化学エネルギーを運動エネルギーに変換する反応であるが、熱エネルギーも

発生させる。 

問 6 熱中症は体温が下がらない時に発症するので、人間の体温を下げるメカニズムを考えてみると、汗の蒸

発熱を利用して体温を下げることが思い浮かぶ。汗が蒸発するほど蒸発熱が奪われるので、体温が下がりや

すい。湿度が低い方が汗の蒸発は起きやすいので、湿球温度は低くなる。 

 

大問 4 

問 2 水中に生息する植物には気孔は存在しない。地上に存在するコケ植物以外は気孔を持つ。 

問 4 測定項目に影響を与える原因は調べたいもの以外なるべく消去した方が実験として優れている。 

問 5 対照実験を行うことで、因果関係の証明の説得力を持たせることができる。例えば今回の実験であれ

ば、赤色光の照射を行わなかった場合、気孔開度の増加が青色の光の照射によるものなのか、単に何色でも

いいから光に反応しただけなのかが分からない。 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


